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不
登
校
支
援
の
相
談
窓
口
を

一
本
化
し
て
は
ど
う
か

不
登
校
支
援
の
相
談
窓
口
が
分
散

し
て
い
て
分
か
り
づ
ら
い
と
、
よ
く

相
談
を
受
け
る
。
相
談
窓
口
を
一
本

化
し
て
、
市
、
学
校
、
保
護
者
、
不

登
校
児
童
・
生
徒
の
連
携
を
取
り
や

す
く
し
、
相
談
者
の
心
に
寄
り
添
っ

た
、
支
援
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市
相
談
内
容
や
対
象
者
に
応
じ
た

窓
口
が
必
要
と
考
え
て
い
る

相
談
内
容
や
対
象
者
に
応
じ
た
窓

口
が
必
要
と
考
え
、
倉
敷
教
育
セ
ン

タ
ー
な
ど
３
カ
所
で
電
話
や
面
接
、

メ
ー
ル
な
ど
を
受
け
て
い
る
。
Ｈ
Ｐ

を
よ
り
分
か
り
や
す
く
な
る
よ
う
工

夫
し
、
連
絡
先
を
周
知
す
る
。
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◇

教
師
の
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
は

令
和
５
年
８
月
の
教
師
の
働
き
方

改
革
に
関
す
る
緊
急
提
言
は
、
学
校
・

教
師
が
担
う
業
務
に
係
る
３
分
類
の

徹
底
を
求
め
て
い
る
。
徹
底
に
よ
り

教
師
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
が
、
働

き
方
改
革
へ
の
市
の
取
り
組
み
は
。

市
取
り
組
み
推
進
の
宣
言
や
、

協
力
を
求
め
る
チ
ラ
シ
作
成
を
検
討
す
る

市
で
は
、
登
下
校
の
対
応
や
部
活

動
の
指
導
な
ど
に
校
内
の
教
職
員
の

連
携
や
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
保

護
者
な
ど
の
協
力
を
得
る
こ
と
で
、

学
校
、
教
師
の
負
担
軽
減
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
は
、
県
と
連
携
し
、

取
り
組
み
の
推
進
に
向
け
た
宣
言
や
、

保
護
者
や
地
域
の
人
に
協
力
を
求
め

る
チ
ラ
シ
の
作
成
な
ど
を
検
討
す
る
。
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今
年
度
60
歳
と
な
る
教
職
員
の
、

次
年
度
の
働
き
方
は

令
和
５
年
４
月
よ
り
教
職
員
の
定

年
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
今
年
度
末
の

定
年
退
職
者
は
い
な
い
と
聞
く
。
今

年
度
��
歳
と
な
る
教
職
員
は
、
次
年

度
ど
の
よ
う
な
働
き
方
を
す
る
の
か
。

市
定
年
退
職
ま
で
引
き
続
き
勤

務
で
き
る

県
条
例
の
改
正
で
２
年
ご
と
に
１

歳
ず
つ
定
年
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

今
年
度
末
の
定
年
退
職
者
は
い
な
い
。

今
年
度
��
歳
と
な
る
教
職
員
は
約
��

名
。
次
年
度
は
、役
職
定
年
制
に
よ
り
、

校
長
、
副
校
長
、
教
頭
は
主
幹
教
諭

ま
た
は
指
導
教

諭
と
し
て
、
ま

た
、
管
理
職
以

外
の
教
職
員
は

同
じ
職
で
、
定
年

退
職
ま
で
引
き
続

き
勤
務
で
き
る
。
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調
理
員
の
雇
用
の
場
を
今
ま
で
ど
お
り

確
保
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る

市
が
募
集
す
る
学
校
給
食
調
理
員

の
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
以
前
は

最
長
５
会
計
年
度
を
限
度
に
、
選
考

に
よ
り
再
度
任
用
す
る
場
合
あ
り
と

の
記
述
が
あ
っ
た
が
、
今
回
は
な
い
。

調
理
員
の
雇
用
の
場
を
今
ま
で
ど
お

り
確
保
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

市
任
用
期
間
満
了
後
も
再
度
、
採

用
試
験
を
受
験
で
き
る

市
が
任
用
し
て
い
る
会
計
年
度
任

用
職
員
は
、
任
用
期
間
満
了
後
も
再

度
、
採
用
試
験
を
受
験
で
き
る
。
採

用
試
験
の
際
の
任
用
期
間
や
採
用
数

は
、
直
営
で
運
営
す

る
調
理
場
数
や
必
要

な
職
員
数
な
ど
を
検

討
し
決
定
す
る
。
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下
津
井
地
区
に
設
置
す
る
義
務
教
育

学
校
の
未
来
へ
向
け
た
方
針
は

下
津
井
地
区
に
設
置
す
る
本
市
初

の
義
務
教
育
学
校
を
特
色
あ
る
も
の

に
し
た
い
。
ど
の
よ
う
な
学
校
に
な

る
の
か
、
今
後
、
地
域
と
と
も
に
歩

む
た
め
の
未
来
へ
向
け
た
方
針
は
。

̎

学
校
・
教
育

市
政
の

聞
き
た
い

青
空
市
民
ク
ラ
ブ

小
郷
ひ
な
子

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
辺

牧
美

公
明
党
倉
敷
市
議
団

生
水

耕
二

倉敷教育センターのあるライフパーク倉敷

12 月定例会
質　問

新
風
く
ら
し
き

平
井

俊
光

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

伊
東

裕
紀



市
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
と
と
も
に

歩
み
続
け
る
学
校
を
目
指
す

下
津
井
地
区
は
、
瀬
戸
内
海
国
立
公

園
に
立
地
し
、
観
光
、
歴
史
、
文
化

な
ど
、
個
性
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域

資
源
が
多
い
。
子
ど
も
た
ち
が
地
域

に
つ
い
て
学
び
、
魅
力
を
発
信
す
る

な
ど
、
地
域
と
と
も
に
歩
み
続
け
る

学
校
に
な
る
よ
う
、
保
護
者
や
地
域

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
令
和
８
年

４
月
の
開
校
に
向
け
準
備
を
進
め
る
。
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就
学
援
助
の
修
学
旅
行
費
の

支
給
方
法
の
改
善
を
求
め
る

修
学
旅
行
費
は
高
額
で
あ
る
た
め
、

県
内
で
も
、
中
核
市
で
も
、
一
部
の

自
治
体
が
就
学
援
助
費
を
事
前
支
給

し
て
い
る
。
市
も
、事
前
の
一
括
支
給
、

積
立
時
期
の
支
給
な
ど
、
支
給
方
法

を
改
善
す
る
よ
う
求
め
る
。

市
他
市
の
事
例
を
踏
ま
え
、
適
切

な
支
給
方
法
を
検
討
す
る

就
学
援
助
の
修
学
旅
行
費
は
、
旅

行
実
施
後
に
学
校
か
ら
の
実
績
報
告

書
を
受
け
、
上
限
額
の
範
囲
内
で
実

費
相
当
額
を
支
給
し
て
い
る
。
現
在
、

他
市
の
状
況
を
収
集

し
調
査
し
て
お
り
、

そ
の
事
例
を
踏
ま

え
、
就
学
援
助
対
象

者
全
体
に
対
し
、
今

後
ど
の
よ
う
な
支
給

方
法
が
適
切
か
検
討

す
る
。
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電
子
母
子
手
帳
ア
プ
リ
の
効
果
は

市
が
導
入
す
る
電
子
母
子
手
帳
ア

プ
リ
の
内
容
や
開
始
時
期
、
導
入
に

よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

市
保
護
者
の
孤
立
感
や
不
安
感

を
軽
減
で
き
る

ア
プ
リ
に
は
、
市
か
ら
の
子
育
て

情
報
の
確
認
、
妊
婦
健
診
や
妊
娠
中

の
記
録
、
乳
幼
児
健
診
の
記
録
、
予
防

接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、
接
種

忘
れ
防
止
ア
ラ
ー
ム
な
ど
の
機
能
を

考
え
て
お
り
、
令
和
６
年
３
月
の
運

用
開
始
に
向
け
準
備
中
。
子
ど
も
の

成
長
記
録
を
家
族
が
共
有
し
、
保
護

者
の
孤
立
感
や
不
安
感
を
軽
減
で
き

る
と
考
え
る
。
子
ど
も
に
引
き
継
げ

る
従
来
の
紙
の
母
子
手
帳
と
と
も
に

活
用
し
、
子
育
て
支
援
に
つ
な
げ
る
。
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病
児
・
病
後
児
保
育
の
Ｐ
Ｒ
を

病
児
・
病
後
児
保
育
の
予
約
が
取
り

に
く
い
と
の
声
を
聞
く
。
ま
た
、
サ
ー

ビ
ス
を
知
ら
な
い
市
民
も
多
い
と
思

わ
れ
、
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
活
動
が
必
要

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市
病
児
・
病
後
児
保
育
の
体
制

の
周
知
に
努
め
る

病
児
・
病
後
児
保
育
は
市
内
外
の
��

施
設
で
利
用
可
能
。
ほ
か
に
大
規
模

医
療
機
関
な
ど
が
職
員
用
に
設
置
し

て
お
り
、
一
部
の
企
業
主
導
型
保
育

事
業
の
施
設
で
は
、
一
般
の
人
が
利

用
で
き
る
。
今
後
も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
子
育
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
Ｋ
Ｕ
Ｒ

Ａ
な
ど
に
掲
載
す
る
ほ
か
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
な
ど
も
検
討
し
、
病
児
・
病

後
児
保
育
の
体
制
の
周
知
に
努
め
る
。
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が
ん
患
者
を
応
援
す
る
ア
ピ
ア
ラ

ン
ス
ケ
ア
へ
の
助
成
制
度
導
入
を

が
ん
治
療
に
よ
る
外
見
の
変
化
を

補
う
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
、
補
正
下
着
、

人
工
乳
房
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
の

ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
の
費
用
を
助
成

す
る
制
度
を
導
入
し
、
が
ん
と
闘
い
、

懸
命
に
生
き
る
人
に
寄
り
添
い
、
応

援
す
る
市
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

市
国
の
支
援
制
度
の
検
討
と
並

行
し
て
、
市
で
も
検
討
を
開
始
す
る

治
療
を
受
け
た
患
者
の
心
理
的
苦

痛
や
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
に
繋
が

り
、
生
活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
今
後
、
国
が
進
め
る

と
思
わ
れ
る
支
援
制
度
の
検
討
と
並

行
し
て
、
市
で
も
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア

へ
の
助
成
制
度
の
検
討
を
開
始
す
る
。
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健
康
・
福
祉

未
来
ク
ラ
ブ

矢
野

周
子

公
明
党
倉
敷
市
議
団

新
垣

敦
子

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

田
口

明
子

新
政
ク
ラ
ブ

大
守

秀
行

義務教育学校が設置される下津井中学校

市が発行している
子育てハンドブック
ＫＵＲＡ



公
衆
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
温
水

洗
浄
機
付
き
便
座
の
設
置
は

公
衆
ト
イ
レ
の
印
象
は
観
光
地
の

評
価
に
直
結
す
る
。
倉
敷
駅
か
ら
美

観
地
区
周
辺
の
公
衆
ト
イ
レ
の
洋
式

化
と
温
水
洗
浄
機
付
き
便
座
の
設
置

を
、
今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。

市
必
要
に
応
じ
て
整
備
を
検
討

倉
敷
駅
か
ら
美
観
地
区
周
辺
に
延

べ
��
カ
所
、
観
光
客
が
使
え
る
ト
イ

レ
を
設
置
し
て
い
る
。
観
光
施
設
を

中
心
に
洋
式
化
と
温
水
洗
浄
機
付
き

便
座
の
整
備
を
進
め
て
い
る
が
、
工

事
が
難
し
い
ト
イ
レ
や
、
和
式
を
希

望
す
る
人
の
た
め
な
ど
か
ら
、
一
部

は
和
式
ト
イ
レ
を
残
し
て
い
る
。
美

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
洋
式
化
な
ど
の
整
備
を
検
討
す
る
。
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児
島
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か

児
島
駅
前
に
新
た
な
複
合
施
設
が

整
備
さ
れ
る
。
人
口
減
少
、
少
子
・

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
児
島
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
は
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
地
域
内
外
の
人
が
交
流
し
な

が
ら
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り

市
立
短
大
の
学
生
や
、
観
光
・
ビ

ジ
ネ
ス
な
ど
で
児
島
を
訪
れ
る
多
く

の
人
に
、
交
流
し
な
が
ら
地
域
の
魅

力
を
発
信
し
て
も
ら
い
、
観
光
Ｐ
Ｒ

に
も
な
る
よ
う
な
施
設
を
整
備
し
て
、

施
設
を
利
用
す
る
地
域
内
外
の
人
に
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
行
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
。
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複
合
施
設
の
整
備
場
所
の
選
定
に

つ
い
て
、
専
門
家
の
評
価
を

水
島
地
区
複
合
施
設
の
整
備
場
所

選
定
の
比
較
の
指
標
に
、
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
や
活
性
化
の
観
点
を

加
え
、
ま
た
、
外
部
の
ま
ち
づ
く
り

の
専
門
家
な
ど
に
比
較
評
価
を
し
て

も
ら
い
、
市
民
と
共
有
し
て
ほ
し
い
。

市
専
門
家
の
意
見
を
聞
い
た
計
画

に
基
づ
き
検
討
し
て
い
る

に
ぎ
わ
い
創
出
な
ど
の
観
点
か
ら

回
遊
拠
点
を
結
ぶ
区
域
の
広
さ
を
評

価
項
目
と
し
、
整
備
場
所
な
ど
は
、
専

門
家
の
意
見
を
聞
き
策
定
し
た
立
地

適
正
化
計
画
な
ど
に
基
づ
き
検
討
し

た
。
今
後
、
広
く
市
民
な
ど
の
意
見

を
聞
き
、
ま
ち
づ
く
り
団
体
や
自
治

会
な
ど
と
連
携
、協
力
し
成
案
に
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

栄
駅
周
辺
や
水
島
中
央
公
園
周
辺

を
回
遊
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
は

水
島
地
区
公
共
施
設
再
編
整
備
事

業
の
整
備
場
所
を
水
島
支
所
周
辺
の

案
で
進
め
る
場
合
、
合
わ
せ
て
栄
駅

周
辺
や
水
島
中
央
公
園
周
辺
を
回
遊

拠
点
と
し
て
整
備
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
は
。

市
水
島
図
書
館
跡
地
や
栄
駅
周
辺

の
公
園
な
ど
の
活
用
も
検
討
す
る

水
島
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

新
た
に
整
備
を
検
討
し
て
い
る
複
合

施
設
と
、
水
島
中
央
公
園
や
栄
・
常

盤
駅
を
結
ん
だ
エ
リ
ア
の
回
遊
を
促

進
し
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
る
。

こ
の
た
め
、
中
央
公
園
隣
接
の
水
島

図
書
館
跡
地
や
、
栄
駅
周
辺
の
公
園
、

駐
車
場
な
ど
の
活
用
も
検
討
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

公
共
施
設
の
再
編
整
備
な
ど
に
Ｃ
Ｍ

方
式
を
導
入
す
る
計
画
は
あ
る
か

今
後
、
多
く
の
公
共
施
設
の
複
合

化
、
再
編
整
備
を
適
切
、
確
実
に
進

め
る
に
は
、
Ｃ
Ｍ
方
式
の
積
極
的
な

導
入
が
必
要
。
庁
舎
等
再
編
整
備
事

業
な
ど
に
導
入
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

市
事
業
の
規
模
や
内
容
な
ど
を

踏
ま
え
、
事
業
ご
と
に
検
討
す
る

Ｃ
Ｍ
方
式
の
導
入
は
、
事
業
の
規

模
や
内
容
、
担
当
部
署
に
お
け
る
技

術
職
員
の
配
置
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
ご
と
に
検
討
す
る
。

※
Ｃ
Ｍ	

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト


方
式
・
・
・
高
度
で
専
門
的
な
知

見
が
あ
る
事
業
者
に
品
質
や
工
程
の
管
理
な

ど
を
委
託
し
、
事
業
者
が
発
注
者
の
立
場
か

ら
事
業
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
手
法

̐

施　
　
設

公
明
党
倉
敷
市
議
団

薮
田

尊
典

未
来
ク
ラ
ブ

若
林

昭
雄

新
風
く
ら
し
き

尾
﨑

勝
也

未
来
ク
ラ
ブ

片
山

貴
光

く
ら
し
き
創
生
ク
ラ
ブ

時
尾

博
幸

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

複合施設が整備される児島公園周辺



お
悔
や
み
窓
口
の
設
置
と
資
料

改
善
を
求
め
る

適
切
な
お
悔
や
み
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
は
、
遺
族
に
対
す
る
大
切
な
支
援
で

あ
り
重
要
。
高
齢
化
が
進
む
中
、
遺

族
が
必
要
な
手
続
き
を
一
括
で
行
え

る
お
悔
や
み
窓
口
の
設
置
と
、
他
市

の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
比
べ
分
か
り
に

く
い
市
の
資
料
に
つ
い
て
も
改
善
を

求
め
る
。

市
デ
ジ
タ
ル
版
お
悔
や
み
窓
口

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る

市
民
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
市

公
式
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル

版
お
悔
や
み
窓
口
の
導
入
を
検
討
し

て
い
る
。
ま
た
、
お
悔
や
み
手
続
き

に
関
す
る
案
内
チ
ラ
シ
も
、
よ
り
分

か
り
や
す
く
な
る
よ
う
改
善
す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

水
道
水
に
お
け
る
、
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
の
測
定
地
点
数
と
測
定
値
は

市
内
の
水
道
水
に
お
け
る
、
有
害

な
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）
の
測
定
地
点
数
、
測
定

値
の
範
囲
は
。
ま
た
、今
後
の
測
定
は
。

市
年
２
回
、
市
内
７
カ
所
で
検
査

し
、
全
て
国
の
暫
定
目
標
値
の
範
囲
内

国
の
暫
定
目
標
値
（
１
リ
ッ
ト
ル
当

た
り
��
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）
設
定
を
踏
ま

え
、
令
和
３
年
度
か
ら
年
２
回
、
市

内
７
カ
所
で
検
査
し
、
こ
れ
ま
で
は

全
て
暫
定
目
標
値
を
下
回
っ
て
い
る
。

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、
６

年
度
か
ら
は
検
査
回
数
を
年
４
回
と

し
、
監
視
体

制
を
強
化
す

る
。
引
き
続

き
安
心
し
て

水
道
水
を
利

用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
水

質
管
理
に
努

め
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

施
設
使
用
料
の
見
直
し
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
に
基
づ
き
検
討
す
る
の
か

市
は
令
和
４
年
９
月
か
ら
、
公
共

施
設
使
用
料
の
見
直
し
と
基
本
方
針

の
策
定
を
進
め
て
い
る
と
聞
く
。
具

体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
課
題
に
基

づ
き
検
討
し
て
い
る
の
か
。

市
公
平
性
の
確
保
な
ど
に
課
題

が
あ
り
、
適
正
な
使
用
料
の
在
り
方

な
ど
を
検
討
す
る

同
規
模
の
会
議
室
で
も
施
設
に
よ

り
使
用
料
が
異
な
る
な
ど
、
公
平
性

の
確
保
な
ど
に
課
題
が
あ
り
、
明
確

で
統
一
的
な
算
定
基
準
を
定
め
た
方

針
を
策
定
す
る
。
維
持
管
理
費
な
ど

を
算
定
の
原
価
と
し
、
施
設
の
性
質

な
ど
を
考
慮
し
た
適
正
な
施
設
使
用

料
の
在
り
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

電
気
自
動
車
等
導
入
補
助
事
業
の
今
後

の
展
開
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
へ
の
取
り

組
み
を
進
め
る
上
で
、
Ｅ
Ｖ
な
ど
の

導
入
補
助
事
業
の
継
続
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
。
２
０
３
５
年
ま
で
の
事

業
展
開
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

市
国
補
助
の
検
討
内
容
も
見
な

が
ら
、
市
の
補
助
制
度
を
検
討
す
る

市
は
ク
ー
ル
く
ら
し
き
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
で
、
Ｅ
Ｖ
な
ど
の
導
入
支

援
を
通
じ
、
移
動
車
両
の
脱
炭
素
化

を
進
め
る
と
し
て
い
る
。
国
が
補
助

金
の
増
額
を
検
討
す
る
と
聞
い
て
お

り
、
国
と
市
の
い
ろ
い
ろ
な
施
策
と

相
ま
っ
て
脱
炭
素

社
会
へ
進
ん
で
い

け
る
よ
う
、
市
の

補
助
制
度
を
検
討

す
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

自
衛
隊
へ
の
自
衛
官
募
集
の
た
め
の

適
齢
者
名
簿
の
提
供
中
止
を
求
め
る

自
衛
隊
法
第
��
条
第
１
項
な
ど
は
、

自
衛
隊
に
適
齢
者
名
簿
を
提
供
す
る

根
拠
と
は
な
ら
ず
、
憲
法
第
��
条
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
も
侵
害
し
て
い
る
。

名
簿
提
供
の
中
止
を
求
め
る
。

市
法
令
な
ど
に
基
づ
き
適
切
に

対
応
す
る

自
衛
隊
へ
の
自
衛
官
な
ど
の
募
集

に
関
す
る
対
象
者
情
報
の
提
供
は
、
自

衛
隊
法
な
ど
の
規
定
や
、
令
和
３
年

２
月
の
国
の
通
知
に
基
づ
き
、
今
後

も
適
切
に
対
応
す
る
。
今
後
は
情
報

提
供
の
経
緯
、
法
的
根
拠
や
、
情
報

提
供
を
希
望
し
な
い
人
は
除
外
す
る

こ
と
な
ど
を
示
し
、
対
象
者
に
理
解

を
求
め
る
。

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

̑

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

三
宅

誠
志

く
ら
し
・
生
活

公
明
党
倉
敷
市
議
団

中
西

善
之

新
政
ク
ラ
ブ

松
成

康
昭

新
政
ク
ラ
ブ

大
橋

健
良

日
本
共
産
党

倉
敷
市
議
会
議
員
団

末
田

正
彦

有機フッ素化合物の水質検査装置



件　　名 結果 創 未 公 政 風 共 青 無

令和 5 年度倉敷市一般会計補正予算（第 5 号）
　市の地域ポータルアプリと連携して市からの子育て情報などをプッシュ型で提供できる電子母子手帳
アプリの導入に要する経費、中帯江・五日市地区でコミュニティータクシーを導入するための準備経費、
義務教育学校の設置に向けて下津井中学校を改修するための経費、大雨時の緊急対策として全市的に使
用する仮設排水ポンプ７台を阿津防災倉庫に配備するための経費、職員給与費について人事院勧告を考
慮して実施する給与改定や年間を通じた過不足の調整分など、約８億１，７００万円の増額を計上。
　また、児島地区における公共施設の複合化に向けた事業者選定などの支援業務に要する経費などにつ
いて債務負担行為を設定するとともに、適正な工期などを確保するための繰越明許費を併せて計上。
（×のところは、物価高騰により市民生活は苦しく深刻な状況が続いており、市議会議員、常勤特別職（市
長、副市長、常勤の監査委員、教育長）の期末手当の支給割合の引き上げは必要ないとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

令和 5 年度倉敷市一般会計補正予算（第６号）
　物価高騰の影響を受けている市民や事業者を引き続き支援するため、住民税非課税世帯に対して１世
帯につき７万円を給付するための経費、小中学校などの給食費の１カ月分を市が負担する経費、福祉サー
ビス事業所などや農業者に対する支援金、中小企業者などが行う勤労者福祉の向上に向けた就業規則改
正の経費に対する補助金や省エネ設備投資に対する補助金、公共交通事業者における両替機および券売
機などの新硬貨・紙幣対応に対する補助金など、約４９億１，０００万円の増額を計上するとともに、併
せて繰越明許費を計上。

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

倉敷市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の改正について
　国家公務員の一般職の職員の給与に関する法律の改正を考慮し、市議会議員の期末手当の支給割合の
改定を行うなどのため、条例を改正するもの。
（×のところは、物価高騰により市民生活は苦しく深刻な状況が続いており、市議会議員の期末手当の
支給割合の引き上げは必要ないとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条例の改正について
　国家公務員の一般職の職員の給与に関する法律の改正を考慮し、常勤特別職の期末手当の支給割合の
改定を行うなどのため、条例を改正するもの。
（×のところは、物価高騰により市民生活は苦しく深刻な状況が続いており、常勤特別職の期末手当の
支給割合の引き上げは必要ないとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の改正について
国家公務員の一般職の職員の給与に関する法律の改正を考慮し、教育長の期末手当の支給割合の改定

を行うなどのため、条例を改正するもの。
（×のところは、物価高騰により市民生活は苦しく深刻な状況が続いており、教育長の期末手当の支給
割合の引き上げは必要ないとして反対。）

原案
可決

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

˔ 市長提出議案など（予算案９件、条例案１８件、事件案１８件、報告２件のうち主なものおよび賛否の分かれたものを掲載）

○：賛成   ×：反対(　　　　　　) 創ーくらしき創生クラブ　未－未来クラブ　公－公明党倉敷市議団　政－新政クラブ
風－新風くらしき　共－日本共産党倉敷市議会議員団　青－青空市民クラブ　無ー無会派議員議案等審議状況

˔ 請願（請願とは・・・市民の皆さまの市政に関する要望や意見）

件　　名 結果 創 未 公 政 風 共 青 無
公的年金の削減中止と物価高騰に見合った年金支給額の改善を求める意見書の提出について
　２０２４年４月に発動されるマクロ経済スライドを凍結・中止すること、高齢者も若者も安心して老
後を暮らせるように、物価高騰に見合う老齢基礎年金などの支給額の改善を行うこと、年金支給月を隔
月から毎月に変更することを要望する。
（×のところは、年金の問題は社会全体の話なので国で議論すべき、マクロ経済スライドには課題がある
が、中止すると年金保険料引き上げや支給の年齢を遅らせるなど困難がある、物価高騰は国民全体に影
響しており国が給付金など別の施策をやっていることを考慮すべき、年金額の増加は若い世代の負担を
増やし将来不安や世代間バランスに問題がある、毎月支給は過去の請願の際、賛同できないと判断して
いるなどとして反対。）

不採択 × × × × × 〇 × ×

新たに開設する学校給食共同調理場で「２時間喫食」を遵守することを求めることについて
　これから新たに開設する旧倉敷地区、児島地区、玉島地区の３つの学校給食共同調理場については、
今からでも２時間喫食を遵守することができる施設にすることを求める。
（×のところは、２時間喫食に努めるべきだが、学校給食は安全が第一で、共同調理場という大きな政策
の中で温度管理がしっかりできて子どもに安全な給食を継続的に提供できている、目的は安全性の部分
で、２時間喫食を遵守さえすればいいというのには賛同しかねる、これまで関連する予算が議会に計上
されて賛成の立場で議決しているなどとして反対。）

不採択 × × × × × 〇 × ×

６



ʢ̍ʣԠืऀ໊ࢯʢϖンωーϜΛرされる合࿈བྷઌͱ໊ࢯがॻいてある͜ͱがඞཁͰ͢ɻʣ
ʢ̎ʣి൪߸ɹʢ̏ʣࡱӨॴɹʢ̐ʣ࡞タイτϧɹʢ̑ʣ࡞のίϝンτʢ˞ҙɹ��จࣈҎʣ
ɹɹΛ໌هの্ɺࣸਅσータʢ̢̗҆̍ʙ ��̢̗ʣΛఏग़してͩ͘さいɻ
ʲϝーϧの合ʳඞཁ߲ࣄΛೖྗの্ɺࣸਅσータΛ DJOT�DIPTB!DJUZ�LVSBTIJLJ�PLBZBNB�KQ ·Ͱ͓ૹΓͩ͘さいɻ
ʲ༣ૹの合 ɹr�ࣸਅσータΛهし̘̙ͨʵＲͳͲのهϝσΟΞʹɺඞཁ߲ࣄΛهೖしͨࢴΛఴ͑てɺ
ɹɹɹɹɹɹɹ�˟ ��������ɹ倉敷市中৽ా ���ɹ倉敷市ٞձࣄ務ࣄٞہௐ査՝Ѽʹ༣ૹしてͩ͘さいɻ
˞ඞͣࣸਅσータͰఏग़Λ͓ئいし·͢ɻ૾ݱしͨのҹしͨのͳͲͰఏग़の合ࡌܝͰ͖·ͤΜɻ
˞͝ԠืいͨͩいͨࣸਅσータͳͲฦ٫いͨし·ͤΜɻ࡞༺࠾の発දɺࢴ໘のࡌܝΛͬて͔͑さͤてい͖ͨͩ·͢ɻ

次号の表紙写真を募集します！！あなたのお気に入りの１枚をお送りください
あͳͨがࣸͨͬࡱਅがʮ市ٞձͩΑΓʯのදࢴʹͳΓ·͢ɻςーϚࣗ༝Ͱ͢ɻ市のイϕンτɺ෩ܠͳͲɺ

倉敷市のັྗあ;れるࣸਅΛ͓ૹΓͩ͘さいɻ࠾༻ʹͳͬͨ࡞ɺ࣍߸のදࡌܝʹࢴいͨし·͢ɻ
ʢྩ݄̒̏ूืظʣ 令和６年３月１日（金）～ 令和 6 年３月 21 日（木）˔�ืूؒظ

˔�Ԡืํ๏

ແ�ձ�

秋田　安幸
塩津　　学

※

新　　風
くらしき
芦田　泰宏
尾﨑　勝也
日向　　豊
平井　俊光
中島　光浩

【          】ະདྷクラブ【����������】
赤澤　幹温
大橋　　賢
片山　貴光
中西　公仁
原田　龍五
矢野　周子
山畑　滝男
若林　昭雄

大橋　健良
大守　秀行
塩津　孝明
瀧本　　寛
松成　康昭

くらしき
創生クラブ
荒木　竜二
伊東　裕紀
北畠　克彦
時尾　博幸
難波　朋裕
藤原　薫子
三村　英世
森　　　守
守屋　弘志

【          】
会　派　構　成

日本共産党
倉敷市議会
議　員　団
末田　正彦
田口　明子
田辺　牧美
三宅　誠志

【           】公 明 党
倉敷市議団
生水　耕二
梶田　省三
中西　善之
新垣　敦子
薮田　尊典

【          】 青空市民
ク ラ ブ
小郷ひな子
齋藤武次郎
藤井　昭佐

【          】

議長のため採決に加わらず

৽クラブ【����������】 【����������】

（無会派：会派に属さない議員）

※
今期定例会欠席

市議会からのお知らせ
倉敷市ٞձ�ୈ̍ճఆྫձఔʢ༧ఆʣˎ市ٞձʹௌʹདྷΒれるօさ·

ʲҕһձʢ༧ࢉܾࢉҕһձΛআ͘ʣrɹఆһ̑ਓ
ɹҕһձ։ձの̍̑લ·Ͱʹٞձࣄ務ہडͰௌडථΛ͝
ఏग़ͩ͘さいɻرऀଟの合நબʹͳΓ·͢ɻ

˞֤ৗҕһձ݄ʹ̍ճఔ։࠵され·͢ɻఔɺ։࠵の
ɹ̎िؒલʹܾ·ΓɺϗーϜϖーδͳͲͰ͓Βͤし·͢ɻ

ʲຊձٞɾ༧ࢉܾࢉҕһձ ɹrఆһ̒̐ਓʢઌணॱʣ
ɹ౩̐֊ௌ੮ೖΓޱͰௌ݊ʹهೖして͝ೖͩ͘さいɻ
ंい͢εϖーεあΓ·͢ɻஂମͰ͓ӽしの合ɺ̏֊のٞձ
डͰஂମखଓがՄͰ͢ɻہ務ࣄ

˞ఆྫձ̐ճ։࠵され·͢ɻྟ࣌ձが։࠵される͜ͱあΓ
ɹ·͢ɻ

݄  	༵ 
 ձٞఔ

̎

����	 水 

ຊձٞɿ։ձɺ�ؔٞҊ্ఔɺ
ɹɹɹ���ఏҊཧ༝આ໌ɺ質ٙ
ҕһձɿ༧ࢉܾࢉ

����	  
 ҕһձʢ༧ࢉܾࢉՊձʣɿ૯務ɾ市ຽจ教ɾ
設ফݐɾۀ࢈ɾจ化ࢱ水ಓɾอ݈ڥ

����	 ۚ 

ҕһձɿ༧ࢉܾࢉ
ຊձٞɿ̑ؔٞҊܾٞ
ɹɹɹɹ̒ؔٞҊ্ఔɺఏҊཧ༝આ໌

���	  
ɺ���	 ݄ 
 ຊձٞɿද質

̏

̍�	ۚ 

̐ʢ݄ʣɺ̑ 	Ր 
 ຊձٞɿ質

̒�	水 
 ຊձٞɿ質
ҕһձɿ༧ࢉܾࢉ

̓ 	 
 ҕһձʢ༧ࢉܾࢉՊձʣɿ૯務ŋݐ設ফ
̔�	ۚ 
 ҕһձʢ༧ࢉܾࢉՊձʣɿอ݈ࢱŋڥ水ಓ
���	 ݄ 
 ҕһձʢ༧ࢉܾࢉՊձʣɿ市ຽจ教ŋจ化ۀ࢈
���	 水 
 ҕһձɿ༧ࢉܾࢉ
���	 ۚ 
 ຊձٞɿҕһใࠂŊܾٞ Ŋดձ

皆さまからの
ご応募をお待ちしています！

˞ৄし͘ɺ市ٞձϗーϜϖーδ
ʢ市ٞձͩΑΓදࣸࢴਅืूҊʣ
Λ͝ཡͩ͘さいɻ

ʢաڈのදࢴʣ

˞ਖ਼ࣜʹ։ձ༧ఆの̍िؒલʹ։࠵されるٞձӡӦҕһձͰܾ·Γ·͢ɻ
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˓�ϝʔϧͷ߹
ɹʢ࣍のいͣれ͔のํ๏Ͱૹͬてͩ͘さいʣ
ɾ下のΞンέーτ༻ࢴʹॻ͖ࠐΈɺࣸਅΛͬࡱて
��ϝーϧʹఴ
ɾϝーϧʹΞンέーτの༰Λॻ͖ೖれ

Ξϯέーτճ༻ࢴ
������������������˞下هʹ˓·ͨهड़Ͱ͝ճͩ͘さい
̍ 	�
 "ɾ #ɾ$ɾ%

	�
ʢ������������������������������������������������������ʣ
̎ 	�
 "ɾ #ɾ$ɾ%ɾ & ɾ '

	�
ʢ������������������������������������������������������ʣ
̏�� "ɾ #ɾ$ɾ%ɾ & ɾ ' ɾ(
�� �� )ʢ� � � � ��� � � � � � � � ʣ
̐�� "ɾ #ɾ$ɾ%ɾ & ɾ ' ɾ(ɾ)
�� �� *ʢ� � � � � � � � � � � � ʣ
̑

Ξϯέʔτૹઌɾٞࢢձʹؔ͢Δ͓͍߹Θͤ
倉敷市議会ࣄہ　議ࣄௐࠪ՝

　˟ ��������　倉敷市த新ా̒̐̌
　5&-ʢ���ʣ��������　'"9ʢ���ʣ��������

ϝーϧΞυϨε DJOT�DIPTB!DJUZ�LVSBTIJLJ�PLBZBNB�KQ

ྸ ࡀ��ɾࡀ����ɾࡀ���Ҏ下�ɾࡀ��
Ҏ্ࡀ����ɾࡀ����ɾࡀ����ɾࡀ��

ʬ�కΊΓ�ʭ
ྩ݄̒̏̍̍ʢ݄）ඞண

回 答 方 法 

          　質 問 項 目 　　　
   ̍	�
 倉敷市議会ʹؔ৺͕͋Γ·͔͢ɻ

" ؔ৺がある # ͲͪΒ͔ͱい͑ؔ৺がある
$ ͲͪΒ͔ͱい͑ؔ৺がͳいɹɹɹ
% ؔ৺がͳい

　      	�
 倉敷市議会ͷͲͷΑ͏ͳ͜ͱʹ 	 ͳら 
ɺ
               ؔ৺͕͋Γ·͔͢ɻ

̎	�
 倉敷市議会ΛͲͷΑ͏ʹධՁし·͔͢ɻ
" େいʹධՁ͢る # あるఔධՁ͢る
$ ͲͪΒͱい͑ͳい % あ·ΓධՁしͳい
& શ͘ධՁしͳい ' Θ͔Βͳい

　      	�
 ͦͷཧ༝ԿͰ͔͢ɻ
���　

̏ 倉敷市議会ͷ׆ಈʹ͍ͭͯͷใͷೖखํ๏ɻ
　　　　ʢͯ·Δͷશͯʣ

" 市ٞձͩΑΓɹ
# 倉敷市ٞձϗーϜϖーδʢ�インターωッτ中ܧҎ֎ʣɾ

� � フΣイεブックɾインεタάラϜ
$ インターωッτ中ܧ % έーブϧςϨϏ์ૹɹɹ�
& ৽ฉ
' ٞһのใ発৴ʢٞһձの4/4ɾใࢽͳͲʣ
( ใΛೖखしͨ͜ͱがͳい
) ͦのଞ

　�
̐ 倉敷市議会ͷॆ࣮ɾڧԽͷͨΊʹඞཁͳ

　　    औΓΈɻʢͯ·Δͷશͯʣ

" 行νΣック機ڧ化 # ࡦ੍のఏҊɹ
$ ٞһఆのݟし % ٞһใुɾ務׆ಈඅのݟし
& తͳใ発৴ʢ市ٞձͩΑΓɾϗーϜϖーδͳͲのॆ࣮ʣۃੵ
' 市ຽͱのҙަݟ ( σδタϧ化のਪਐ
) ಛʹͳし * ͦのଞ

̑ 倉敷市議会ʹظ͢Δ͜ͱɾ͝ҙݟͳͲΛ
          ࣗ༝ʹ͝هೖく͍ͩ͞ɻ

Ξϯέʔτͷ͓͍ئ
倉敷市議会では、市民にわかりやすく開かれた議会

づくりに向けて、皆さまの率直なご意見・ご要望を   
議会運営に反映させることを目的にアンケートを実施
します。ご理解とご協力をお願いします。

������������������
̍ 	�
 "

　　　˟̓̍̌－̔̑̒̑
　　　倉敷市த新ా̒̐̌
　　　倉敷市議会ࣄہ 議ࣄௐࠪ՝ 　Ѽͯ

˓�̛̖̭ͷ߹
͜のϖーδʹ͝هೖの্ɺ̛ Ａ̭してͩ͘さいɻ

○ ͕͖ͷ߹
��Ξンέーτճ༻ࢴʹճͳͲΛ͝هೖの্ɺ�
Ѽઌͱճ༻ࢴΛΩϦτϦઢͰΓしɺが͖
ʹషΓ͚ɺखʢ���ԁʣΛషͬてവして͘
ͩさいɻ

          　質 問 項 目 　　　          　質 問 項 目 　　　 　　
            ݄̏̍日 	 ۚ 
 ͔ら݄̏̍̍日 	 ݄ 
 ͷ
ʹɺಉ࣭߲͡Ͱɺ市民Ϟχλーؒظ       ɺؒظ       
       ΑΔΞϯέーτ࣮ࢪし͍ͯ·͢ɻ
           市民Ϟχλーʹɺ͍ͭͰ
　　 ԠืͰき·͢ɻ

             市民Ϟχλー੍ͷ͝Ҋ   

８

             


